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研究分野：数物系科学 
科研費の分科・細目：物理学• 素粒子•原子核•宇宙線•宇宙物理 
キーワード：素粒子（理論）原子核（理論）宇宙物理（理論） 
 
１．研究計画の概要 
２００８年度には、各計画研究班のメンバー
を中心とした領域全体の研究会を行う。そこ
では、今までの研究内容の紹介、これからの
研究目標の設定、共同研究のテーマの検討と
実際の共同研究の立ち上げ、複数の計画研究
班に跨がった共同研究の具体案の検討など
を行う。 
このような研究会とは別に各専門分野の基
礎知識や計算科学の手法や技術に関するテ
ーマで連続講義を総括班と計画研究班が協
力して開催する。講義内容などは記録に残す。
また総括班のメンバーは研究班で行われる
研究会などに積極的に参加し、相互理解を深
め議論の活性化を促す。ホームページを整備
し、領域内の情報交換や領域の活動・研究成
果の外部への広報などに活用する。 
２００９年度以降には、領域全体の研究会を
定期的に年１、２回開催する。特に、３年目
と５年目には、公募研究の成果発表も兼ねて
海外からの一流の専門家を招いた国際研究
集会を行う。本領域活動を海外研究者へ知っ
てもらうと同時に領域の活動への意見を聞
くためであり、領域の活動結果の客観的な評
価を知り、その後の改善に繋げて行く。基礎
知識の連続講義に関しては、１年目に引き続
いて毎年行う予定であり、その内容は標準テ
キストとしてまとめたいと考えている。計画
研究班 A04 と協力して、ホームページの充実
に努め、情報の蓄積、Web を使ったチュート
リアル・コースの作成などを行う。また、研
究効率の向上のための計算コードの体系化
とその維持改良を行うシステムを検討する。 
２．研究の進捗状況 
総括班は、主に領域全体のシンポジウムの
開催、素核宇宙レクチャーシリーズの開講

などを行った。また、計画研究班の活動を
推進するために、研究会の開催などに協力
した。 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
領域全体の研究会は年に１、２度、それに
加えて、総括班と研究計画班との共催の研
究会を年に１、２度行ってきた。２０１０
年の１１月は、各分野の２名の著名研究者
を海外から招聘して、本領域活動の中間報
告のシンポジウムを行なった。そこでは、
本領域の活動に体する評価、批判、アドバ
イスを頂いたので、今後の活動の参考にし
ていく予定である。 
分野融合型のレクチャーシリーズを２回企
画し、３回目を２０１１年３月に行う予定
であったが、東北大震災のために、２０１
１年６月に延期した。２回のレクチャーに
関する講義ノートは現在、作成中である。 
４．今後の研究の推進方策 
連携の強化：各計画研究班の活動は活発で
あり、充分な研究成果が得られているので、
それらを有機的に結合させて連携を推進し
て行きたい。現時点でも、分野間の連携、
融合はかなり進んできているが、それでも
まだ始まったばかりであるので、今後はそ
こから具体的な研究成果を得ることが重要
になる。そのために、総括班を中心に、連
携的、融合的な研究の進捗状況を把握し、
そこから充分な研究成果が得られるように
助言や指導をしていきたい。また、新たな
連携活動が行われるように、総括班が中心
となって、分野連携•融合型の研究会やシ
ンポジウムを積極的に組織していきたい。 
分野融合型人材育成：本研究領域の活動を
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安定的に推進するためには、学生や若手研
究者の人材育成が欠かせない。特に、分野
連携や融合型の新しい教育が必要である。
３年目までの期間には主に分野内のスクー
ルが主であったが、２０１１年度には分野
融合型の計算機スクールの開催を企画して
いる。そこでは、①格子 QCD のモンテカ
ルロシミュレーションを使った核力ポテン
シャルの計算②その核力ポテンシャルを使
った原子核の束縛状態の計算③原子核の計
算で得られた状態方程式を使った超新星爆
発シミュレーション、といった一連の連携
を体験させるまったく新しいタイプの計算
科学の演習を予定している。また、２０１
０年度から始めた素核宇宙レクチャーシリ
ーズを引き続き行い、最終的には当初から
目標としている本領域の「共通教科書」の
作成を行いたい。 
海外研究者からの客観的評価：本研究領域
が真の学問領域として自立するためには、
外部の、特に海外の、研究者からの客観的、
批判的評価が重要であると考える。最終年
度である２０１２年度には、本領域の活動
の総括としてのシンポジウムも開催する予
定である。そこでは海外からの著名研究者
を招聘し、客観的な評価をお願いする予定
である。 
５. 代表的な研究成果 
〔その他〕 
（１）ワークショップなどの開催 

①ワークショップ「計算科学による素粒子

•原子核•宇宙の融合」主催 

日時：２００８年１２月１日—２日 

場所：筑波大学計算科学研究センター、つ

くば 

http://suchix.kek.jp/bridge/Workshop200

8/ 

②計算基礎科学連携拠点シンポジウム「大

規模計算が切り拓く基礎科学の将来」共催 

日時：２００９年２月２３日 

場所：つくば国際会議場中ホール３００ 

http://www.jointicfs.jp/ 

③合同シンポジウム「次世代スーパーコン

ピュータでせまる物質と宇宙の起源と構

造」共同開催 

２０１０年３月１５日『戦略機関が目指す

もの』 

場所：東京ステーションコンファレンス

605A+B+C、東京 

２０１０年３月１６日『素核宇宙分野融合

にむけて』 

場所：東京大学理学部一号館 小柴ホール、

東京 
④国際シンポジウム「 From Quarks to 
Supernovae」主催 
日時：２０１０年１１月２８日—３０日 
場所：熱川ハイツ、静岡 

⑤素核宇宙融合レクチャーシリーズ 

第１回「数値相対論の基礎とその応用」 

講師：柴田 大（京都大学基礎物理学研

究所•教授） 

日時：２０１０年６月９日〜１０日 

場所：東京大学理学部一号館２階２３３

号室 

参加人数：延べ約４０人 

http://bridge.kek.jp/workshop/leture_2

0100609.txt 

⑥素核宇宙融合レクチャーシリーズ 
第２回「非専門家向けの格子 QCD 入門：
数値シミュレーションを中心として」 
講師：青木 慎也（筑波大学数理物質科
学研究科•教授） 
日時：２０１０年１２月１５日−１６日 
場所：京都大学基礎物理学研究所研究棟
K202 
参加人数：延べ約１００人 
http://bridge.kek.jp/workshop/lecture_2
0101215.txt 
 
（２）受賞 
青木 慎也 
２００８年度第２５回井上学術賞 
「格子 QCDの層構造の解明とクォークと核力
の研究」 


